












レームワークとして推奨されているのが、プロセス解析工学 (Process Analytical Technology; PAT) である。
この PAT を実現する可能性のある種々ある分析手法の中から、特に有望であるとして近年注目を集めて


























ルを部分最小二乗法定量モデル (A partial least square regression: PLSR modeling) で作成し、その定量モデ
ルをフィーダー内で動く粉体の計測に用いても、一定の性能を持つことを確認した。そののち、恣意的
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Fig. 1 Schematic diagram of the real-time monitoring 
system for StMg in the feeder tube. 
Fig. 2 Trial of error detection in terms of a change in the 
concentration of StMg detected by real-time NIRS. 
